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        司
会
：
今
回
は
第
五
章
を
学
習
し
ま
す
。
第

三
章
・
第
四
章
で
扱
わ
れ
た
氏
族
制
度
の
発

展
を
踏
ま
え
、
そ
れ
が
崩
壊
し
、「
国
家
」

と
い
う
新
た
な
支
配
装
置
が
形
成
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
か
を
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ
ナ

イ
国
家
を
例
に
具
体
的
に
学
習
し
ま
す
。 

 

で
は
、
広
岡
さ
ん
か
ら
レ
ポ
ー
ト
お
願
い

し
ま
す
。 

  

氏
族
社
会
の
復
習 

広
岡
：
第
五
章
を
学
習
す
る
に
当
た
っ
て
は

第
三
章
と
四
章
で
何
が
語
ら
れ
て
い
る
か
把

握
し
な
け
れ
ば
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
す
。

ま
ず
復
習
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

         

第
三
章
の
イ
ロ
ク
ォ
イ
人
の
氏
族
の
年
代

は
15
世
紀
（
日
本
で
は
戦
国
時
代
）
で
す
。 

 

 

要
旨
を
ま
と
め
る
と 

 

・
氏
族―

フ
ラ
ト
リ
ア
（
胞
族
）―

部
族―

種
族―

種
族
連
合
。 

・
原
始
的
な
氏
族
（
社
会
が
組
織
、
結
束
さ

れ
た
も
の
）
の
古
典
的
形
態
。
母
権
に
従

い
、
自
由
人
で
他
の
自
由
を
守
り
あ
う
義

務
。
個
人
的
権
利
は
平
等
。
首
長
（
ア
ル

コ
ン
）
も
戦
争
指
揮
者
も
優
位
を
要
求
し

な
い
。 

 
 
 
 
 
 

・
自
由
、
平
等
、
友
愛
は
氏
族
の
根
本
原
理
。 

 
 

 

第
四
章
ギ
リ
シ
ャ
の
氏
族
の
年
代
は
紀
元

前
８
～
６
世
紀
（
日
本
の
弥
生
時
代
）
で 

        

す
。
第
三
章
と
同
様
に
「
氏
族―

部
落―

種
族
」
に
従
っ
て
い
ま
す
。 

要
旨
を
ま
と
め
る
と 

・
母
権
は
父
権
に
移
行
す
る
と
と
も
に
私
的

所
有
も
夫
か
ら
子
に
相
続
。 

・
氏
族
内
で
の
通
婚
の
禁
止
、
共
通
の
祭
祀
、

相
互
扶
助
。 

・
戦
争
、
捕
虜
の
奴
隷
制
、
父
権
に
よ
る
血

統
。 

・
無
産
階
級
を
搾
取
す
る
有
産
階
級
の
権
利

と
支
配
を
永
久
化
。 

 

こ
こ
ま
で
学
び
ま
し
た
。 

 

ア
テ
ナ
イ
国
家
と
は 

 みんなの学習講座 

『
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』
に
学
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広
岡
：
第
五
章
は
、
氏
族
制
度
が
崩
壊
し
て

国
家
が
成
立
す
る
過
程
を
ア
テ
ナ
イ
で
説
明

し
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
人
口

増
加
、
分
業
の
発
展
、
私
有
財
産
の
出
現
、

そ
し
て
貨
幣
経
済
の
発
展
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

貴
族
が
貨
幣
貸
付
を
通
じ
て
富
を
集
中
さ
せ
、

貧
富
の
差
が
拡
大
し
た
。
そ
し
て
奴
隷
制
が

急
速
に
拡
大
し
、
社
会
の
生
産
の
中
心
を
担

う
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
流
れ
で
す
。 

             

氏
族
制
度
が
限
界
を
迎
え
、
階
級
社
会
と

国
家
が
形
成
さ
れ
る
過
程
が
中
心
で
す
。 

ア
テ
ナ
イ
国
家
を
時
系
列
に
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

・
テ
セ
ウ
ス
の
改
革
で
各
種
族
が
自
主
的
に

管
理
し
て
い
た
が
一
つ
の
中
央
行
政
府
が

設
け
ら
れ
た
。
ま
た
異
種
族
で
も
ア
テ
ナ

イ
市
民
の
資
格
、
権
利
を
与
え
外
部
か
ら

の
人
々
を
市
民
と
し
て
受
入
れ
た
。
氏
族

に
代
わ
り
階
級
（
貴
族
、
耕
作
農
民
、
手

工
業
者
）
を
設
定
。 

・
人
口
の
増
加
、
分
業
の
発
達
、
ま
た
私
有

財
産
の
出
現
、
貴
族
の
貨
幣
支
配
に
よ
る

富
が
集
中
、
貧
富
の
出
現
と
搾
取
が
生
ま

れ
た
。 

・
私
有
財
産
か
ら
生
産
物
の
商
品
の
転
化
を

も
た
ら
し
た
。 

・
氏
族
制
度
は
奴
隷
制
の
概
念
は
無
い
が
、

奴
隷
の
数
は
い
ち
じ
る
し
く
増
加
し
て
お

り
ア
テ
ナ
イ
人
口
よ
り
多
い
。（
戦
争
の

捕
虜
、
一
般
市
民
が
奴
隷
に
転
落
） 

・
商
業
は
多
数
の
外
来
者
を
ア
テ
ナ
イ
に
引

き
寄
せ
、
金
儲
け
が
容
易
な
の
で
定
着
し

た
。 

・
ソ
ロ
ン
の
革
命
は
債
務
帳
消
し
で
債
務
に

よ
る
奴
隷
へ
の
転
落
は
無
く
な
り
ア
テ
ナ

イ
市
民
は
自
由
身
分
と
な
り
奴
隷
は
外
部

か
ら
の
み
と
な
っ
た
。
ま
た
土
地
と
そ
の

収
穫
量
に
よ
り
４
階
級
に
分
け
階
級
に
よ

り
発
言
、
投
票
権
、
さ
ら
に
階
級
ご
と
に

軍
隊
を
組
織
し
た
。 

・
国
民
の
権
利
義
務
は
、
各
自
の
土
地
所
有

の
大
き
さ
に
し
た
が
っ
て
は
か
ら
れ
、
そ

し
て
資
産
に
よ
る
階
級
が
勢
力
を
得
た
。 

・
初
期
の
自
分
の
仲
間
の
市
民
か
ら
搾
取
す

る
代
わ
り
に
奴
隷
や
ア
テ
ナ
イ
外
部
か
ら

の
人
か
ら
搾
取
す
る
。 

・
奴
隷
に
よ
る
大
規
模
な
工
芸
、
手
工
業
、

商
業
が
支
配
的
な
職
業
部
門
。 

・
貨
幣
の
富
、
奴
隷
、
船
舶
の
富
は
増
大
、

古
い
貴
族
勢
力
か
ら
新
し
い
階
級
「
商
工

業
」
に
代
わ
り
、
氏
族
制
度
は
終
わ
り
に

近
づ
い
て
い
た
。 

 

・
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
の
革
命
は
古
い
四
つ
の

古代ギリシャ（そういちの著書『一気にわかる世界史』より） 
   前５世紀 ギリシャ人の主な居住地 
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部
族
は
無
視
さ
れ
、
た
ん
な
る
占
住
地
の

市
民
の
区
分
に
も
基
づ
く
１
０
０
の
自
治

区
（
デ
モ
ス
）
に
区
分
、
各
々
が
自
治
行

政
を
行
な
っ
た
。 

・
富
と
商
工
業
の
急
速
な
繁
栄
に
よ
り
「
奴

隷
と
自
由
民
、
保
護
居
留
民
と
市
民
」
と

の
対
立
。
ア
テ
ナ
イ
の
最
盛
期
は
「
自
由

市
民
は
約
９
万
人
、
男
女
奴
隷
は
36
・

５
万
人
、
保
護
居
留
民
４
・
５
万
人
」。

富
は
少
数
者
に
蓄
積
さ
れ
、
自
由
市
民
の

大
半
は
貧
困
化
し
、
ア
テ
ナ
イ
国
家
は
没

落
し
た
。 

・
ア
テ
ナ
イ
を
没
落
さ
せ
た
の
は
暴
力
の
介

入
で
は
な
く
「
自
由
市
民
の
労
働
を
追
放

し
た
奴
隷
制
」。 

 

以
上
が
ア
テ
ナ
イ
国
家
の
概
要
で
す
。 

小
田
切
：
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
氏
族
社
会

で
は
血
縁
に
基
づ
い
て
社
会
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
も
は
や
調
整
で
き

な
い
矛
盾
が
生
ま
れ
、
国
家
が
必
要
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

 

 

国
家
と
警
察 

功
刀
：
本
文
で
は
「
国
家
は
警
察
な
し
に
存

立
で
き
な
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ

で
す
か
。 

坂
本
：
国
家
は
階
級
対
立
の
産
物
で
あ
り
、

支
配
階
級
の
利
益
を
守
る
た
め
の
暴
力
装
置

と
し
て
成
立
し
ま
し
た
。 

そ
の
暴
力
装
置

の
中
核
が
警
察
で
す
。
階
級
対
立
が
あ
る
限

り
、
国
家
は
警
察
を
必
要
と
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 

司
会
：「
国
家
は
警
察
な
し
に
存
立
で
き
な

か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
は
、 

国
家
の
本
質

が
階
級
支
配
の
暴
力
的
維
持
に
あ
る
こ
と
を

端
的
に
示
し
て
い
ま
す
ね
。 

  

氏
族
・
胞
族
・
部
族
の
違
い 

古
屋
（
二
）：
本
に
「
氏
族
・
胞
族
・
部
族
」

と
出
て
く
る
け
ど
、
違
い
が
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
。 

小
田
切
：
氏
族
は
血
縁
共
同
体
。
胞
族
（
フ

ラ
ト
リ
ア
）
は
氏
族
の
連
合
体
。
部
族
は
そ

の
上
位
の
政
治
的
共
同
体
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
で
す
か
。 

古
屋
（
広
）：
グ
ー
グ
ル
で
検
索
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

胞
族
と
は
、
親
族
人
類
学
に
お
い
て
複
数

の
氏
族
。
複
数
の
氏
族
や
リ
ニ
ー
ジ
。
リ
ニ

ー
ジ
と
い
う
の
は
、
複
数
の
氏
族
が
結
合
し

た
社
会
組
織
、
親
族
単
位
。 

 

特
に
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
フ
ラ
ト
リ
ア
で
す
。

フ
ラ
ト
リ
ア
と
い
う
の
は
弟
の
こ
と
。
兄
弟

同
士
で
種
族
を
構
成
し
て
る
も
の
ら
し
い
ん

で
す
け
ど
。
フ
ラ
ト
リ
ア
が
代
表
例
で
、
ポ

リ
ス
の
行
政
、
祭
祀
機
能
を
持
つ
氏
族
と
部

族
の
中
間
集
団
を
指
し
て
い
ま
す
。
外
婚
制
、

他
の
部
族
と
の
結
婚
の
こ
と
ね
。
外
婚
制
の

単
位
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。 

 

最
初
は
一
つ
の
氏
族
の
中
で
乱
婚
状
態
だ

っ
た
の
が
、
胞
族
に
な
る
と
、
胞
族
外
の
相

手
と
結
婚
す
る
制
度
が
で
き
た
。
そ
う
い
う

家
族
の
発
展
段
階
の
一
つ
が
氏
族
か
ら
胞
族

と
、
こ
う
い
う
風
に
な
る
と
家
族
の
形
態
も

変
わ
っ
て
く
る
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。 

広
岡
：
な
る
ほ
ど
。
氏
族
が
最
小
単
位
で
、
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部
族
は
政
治
的
な
ま
と
ま
り
な
ん
だ
ね
。 

司
会
：
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、

氏
族
と
国
家
の
違
い
で
す
。
氏
族
は
血
縁
共 

                   

同
体
で
あ
り
、
国
家
は
領
土
と
階
級
に
基
づ

く
支
配
装
置
で
す
。 

広
岡
：
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
の
改
革
で
、
血
縁

で
は
な
く
居
住
区
（
デ
モ
ス
）
を
基
準
と
す

る
制
度
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
決
定
的
で
す
。 

小
田
切
：
つ
ま
り
、
血
縁
社
会
か
ら
領
土
国

家
へ
の
転
換
で
す
ね
。 

 

ア
テ
ナ
イ
没
落
と 

 
 

ソ
ロ
ン
・
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
改
革 

広
岡
：
一
番
気
に
な
る
の
は
、
な
ぜ
奴
隷
制

で
没
落
し
た
の
か
と
い
う
点
で
す
。
奴
隷
制

は
世
界
中
に
あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
ア
テ
ナ
イ

だ
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
奴
隷
36
・
５

万
人
が
原
因
で
し
ょ
う
か
。 

坂
本
：
工
芸
・
手
工
業
・
商
業
の
発
展
で
、

労
働
の
中
心
が
奴
隷
に
な
っ
た
。
自
由
市
民

は
働
か
な
く
な
り
、
社
会
の
担
い
手
が
奴
隷

に
移
っ
た
。 

佐
野
：
現
代
で
言
え
ば
、
正
規
と
非
正
規
の

逆
転
に
近
い
構
造
で
す
ね
。 

広
岡
：
そ
う
そ
う
。
希
望
し
な
い
非
正
規
が

増
え
て
い
く
と
、
社
会
の
基
盤
が
弱
く
な
る
。

そ
れ
と
似
て
い
ま
す
。 

功
刀
：
自
由
市
民
が
貧
困
化
し
、
中
間
層
が

消
え
た
。
こ
れ
は
国
家
の
弱
体
化
を
招
く
典

型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
す
。 

城
：
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
自
由
市
民
の
労
働
を

追
放
し
た
奴
隷
制
が
没
落
を
招
い
た
」
と
言

っ
て
い
ま
す
ね
。 

坂
本
：
重
要
な
の
は
規
模
と
構
造
で
す
。
ア

テ
ナ
イ
で
は
奴
隷
が
生
産
の
中
心
に
な
り
す

ぎ
た
ん
で
す
。 

功
刀
：
つ
ま
り
、
自
由
市
民
が
労
働
か
ら
離

れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。 

小
田
切
：
そ
の
結
果
、
中
間
層
が
崩
壊
し
、

社
会
の
担
い
手
が
弱
体
化
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。 

功
刀
：
ア
テ
ナ
イ
は
都
市
国
家
で
規
模
が
小

さ
く
、
奴
隷
依
存
が
極
端
だ
っ
た
。 

坂
本
：
ロ
ー
マ
は
奴
隷
制
か
ら
封
建
制
へ
移

行
で
き
た
が
、
ア
テ
ナ
イ
は
移
行
に
失
敗
し

た
。 

広
岡
：
ア
テ
ナ
イ
の
奴
隷
の
多
く
は
マ
ニ
ュ

紀元前 

以後オスマントルコ ⇒ ローマ帝国の支配下 

マケドニア戦争により敗退、 
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フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
で
労
働
し
て
い
た
こ
と
、
そ

の
商
工
業
の
発
展
に
よ
り
少
数
者
の
数
社
へ

の
富
の
集
中
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
に
よ

っ
て
自
由
市
民
は
奴
隷
と
同
じ
労
働
を
す
る

か
、
労
働
を
放
棄
し
て
ル
ン
ペ
ン
化
す
る
道

し
か
な
か
っ
た
。 

 

そ
し
て
こ
の
自
由
民
が
ア
テ
ナ
イ
の
多
数

を
な
し
て
い
た
、
よ
っ
て
、
ア
テ
ナ
イ
の
没

落
は
、
奴
隷
依
存
に
よ
り
自
由
市
民
の
労
働

が
追
放
さ
れ
た
こ
と
と
、
社
会
構
造
の
空
洞

化
に
よ
り
、
国
家
の
成
立
に
は
成
功
し
た
が
、

次
の
発
展
段
階
（
封
建
制
へ
移
行
）
が
失
敗

し
、
国
力
の
衰
退
に
あ
い
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
よ

っ
て
滅
ば
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。 

 

つ
ま
り
奴
隷
の
反
乱
に
よ
る
崩
壊
で
は
な

く
、
ア
テ
ナ
イ
の
奴
隷
制
に
よ
る
矛
盾
が
ア

テ
ナ
イ
国
家
を
滅
ぼ
し
た
。 

こ
の
よ
う
に

整
理
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。 

功
刀
：
ロ
ー
マ
と
の
違
い
は
そ
こ
だ
。
ロ
ー

マ
は
次
の
段
階
（
封
建
制
）
へ
移
行
で
き
た

が
、
ア
テ
ナ
イ
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

四
つ
の
階
級 

佐
野
：
も
う
一
つ
質
問
し
ま
す
。
ソ
ロ
ン
の

革
命
で
、「
ソ
ロ
ン
は
市
民
を
、
そ
の
所
有

地
と
そ
こ
か
ら
の
収
穫
に
よ
っ
て
四
つ
の
階

級
に
区
分
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
四

つ
の
階
級
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
階
級

か
？ 

ま
た
、
こ
の
四
つ
の
階
級
と
軍
事
組

織
と
の
関
係
は
ど
う
説
明
し
た
ら
い
い
で
す

か
。 

広
岡
：
ソ
ロ
ン
が
設
定
し
た
「
四
つ
の
階
級
」

と
は
、
市
民
を
土
地
収
穫
量
（
＝
財
産
）
に

よ
っ
て
区
分
し
た
〈
財
産
資
格
階
級
〉
で
あ

り
、
こ
の
階
級
区
分
が
そ
の
ま
ま 

軍
事
組

織
の
編
成
と
兵
役
義
務
の
内
容
を
決
定
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

古
屋
（
広
）：
代
表
的
な
ポ
リ
ス
で
あ
る
ア

テ
ネ
で
は
、
紀
元
前
７
世
紀
に
は
土
地
か
ら

あ
が
る
大
麦
・
小
麦
・
ブ
ド
ウ
酒
・
オ
リ
ー

ブ
油
な
ど
の
収
穫
量
に
よ
っ
て
、
市
民
は
四

つ
の
等
級
に
分
か
れ
て
い
た
。
第
１
級
は
年

に
穀
物
５
０
０
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
（
※
）
を
出

す
土
地
を
持
つ
も
の
で
、「
５
０
０
メ
デ
ィ

ム
ノ
ス
級
」
と
言
わ
れ
た
。
第
２
級
は
、
５

０
０
～
３
０
０
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
の
土
地
を
所

有
し
、
馬
を
養
い
戦
争
に
は
騎
馬
で
参
加
す

る
の
で
「
騎
士
級
」
と
言
わ
れ
た
。
第
３
級

は
３
０
０
～
２
０
０
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
の
土
地

を
持
ち
、「
農
民
級
」
と
言
わ
れ
た
。
第
４

級
は
２
０
０
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
以
下
の
小
農
や

手
工
業
者
で
、「
労
働
者
級
」
と
言
わ
れ
た
。

ア
ル
コ
ン
（
執
政
官
）
に
な
れ
る
の
は
上
位

２
級
で
こ
れ
が
貴
族
、
第
３
級
・
４
級
が
平

民
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

財
産
が
多
い
ほ
ど
、
高
価
な
兵
種
（
騎

兵
・
重
装
歩
兵
）
を
担
う
義
務
が
あ
り
、
同

時
に
政
治
的
権
利
も
大
き
い
。 

 

つ
ま
り
、
こ
の
制
度
は
、
階
級
対
立
を
抑

え
つ
つ
、
市
民
全
体
を
軍
事
組
織
に
組
み
込

む
た
め
の
仕
組
み
だ
っ
た
。 

（
※
）
メ
デ
ィ
ム
ノ
ス
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ

ャ
で
使
わ
れ
た
穀
物
な
ど
の
容
量
の
単
位
。 

 

現
代
社
会
と
の
比
較 

佐
野
：
先
ほ
ど
話
の
あ
っ
た
現
代
日
本
の 
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非
正
規
労
働
の
増
加
は
、
ア
テ
ナ
イ
の
自
由

市
民
の
貧
困
化
と
構
造
が
似
て
い
ま
す
。 

広
岡
：
正
規
＝
自
由
民
、
非
正
規
＝
奴
隷
、

と
ま
で
は
い
わ
な
い
が
、
社
会
の
担
い
手
が

変
わ
る
と
国
家
は
不
安
定
に
な
り
ま
す
。 

坂
本
：
中
間
層
の
消
滅
は
ど
の
時
代
で
も
危 

険
信
号
で
す
ね
。 

広
岡
：
こ
の
問
題
は
現
代
と
も
無
関
係
で
は

な
い
。
例
え
ば
非
正
規
労
働
の
問
題
で
す
。 

小
田
切
：
確
か
に
、
正
規
と
非
正
規
の
格
差

は
、
自
由
市
民
と
奴
隷
の
関
係
に
似
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

坂
本
：
中
間
層
が
崩
れ
る
と
社
会
が
不
安
定

に
な
る
、
と
い
う
点
は
似
て
い
ま
す
ね
。 

古
屋
（
広
）：
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
言
う
「
粉
飾

さ
れ
た
奴
隷
制
」
と
は
、
ま
さ
に
現
代
の
賃

労
働
を
指
し
て
い
る
と
も
読
め
ま
す
。 

 

国
家
成
立
の
本
質 

司
会
：
最
終
的
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、

国
家
と
は
何
か
と
い
う
問
題
で
す
。
レ
ポ
ー

タ
ー
に
ま
と
め
て
も
ら
い
ま
す
。 

広
岡
：
生
産
力
の
発
展→

私
有
財
産
の
成
立

→

貧
富
の
差
の
拡
大→
階
級
対
立
の
激
化→

そ
れ
を
調
整
す
る
装
置
と
し
て
国
家
が
成
立

し
ま
す
。
つ
ま
り
国
家
は
自
然
に
で
き
た
も

の
で
は
な
く
、
階
級
社
会
の
産
物
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。 

 

ま
と
め
る
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

・
氏
族
制
度
の
崩
壊
は
、
私
有
財
産
と
階
級

の
成
立
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
。 

・
国
家
は
、
階
級
対
立
を
調
整
・
維
持
す
る

た
め
の
装
置
と
し
て
成
立
し
た
。 

・
ア
テ
ナ
イ
の
没
落
は
、
奴
隷
制
そ
の
も
の

で
は
な
く
、
奴
隷
依
存
に
よ
る
社
会
構
造

の
空
洞
化
と
移
行
の
失
敗
に
あ
っ
た
。 

・
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
格
差
拡
大
や
中

間
層
の
崩
壊
は
同
様
の
問
題
を
は
ら
む
。 

・
と
り
わ
け
、
社
会
の
担
い
手
が
失
わ
れ
た

と
き
、
国
家
は
内
部
か
ら
崩
れ
る
、
と
い

う
点
は
、
古
代
に
と
ど
ま
ら
ず
現
代
に
も

通
じ
る
重
要
な
教
訓
と
し
て
確
認
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。 

司
会
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

次
回
「
ロ
ー
マ
の
氏
族
と
国
家
」
で
は
、

同
じ
く
氏
族
制
度
か
ら
国
家
へ
の
移
行
を
扱

い
ま
す
が
、
ア
テ
ナ
イ
と
の
違
い
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
ロ
ー
マ
国
家
の
発
展
と
矛
盾
を

通
し
て
、
国
家
と
階
級
社
会
の
本
質
を
さ
ら

に
深
く
考
え
て
い
き
ま
す
。 

ソロンは、財産政治＝参政権が経済力に依存、債務奴隷の禁止 

＝負債の帳消しを行う。これをソロンの改革という。 


